
　７月26日からオリンピックが開催され、連日連

夜観戦をされて寝不足している方もいらっしゃる

のではないかと思います。寝不足になると免疫力

が低下しますのでコロナに罹ったり、風邪をひい

たりということがあろうかと思いますので健康管

理には十分留意をいただければと思います。

　そして、先日の夜間例会は非常に楽しく過ごさせていただき

ました。予算が無いなか知恵を絞って、今井委員長率いる親睦

委員会の皆さん大変有難うございました。新しいゲームも行わ

れ、絵心に少しクエスチョンがつくような絵を描かれていた方

もおられ、きっと学生時代の美術はあまり良い点数ではなかっ

たのではないかと思うところもありました。

　本日はお話をしたいことが沢山あります。まずはＩＭの件、

それから会員増強、そしてオリンピックの件。スケジュールが

詰まっているという事で一点だけお話をさせてもらえればと思

います。

　オリンピックの話ですが、柔道52㎏級の阿部詩選手について

皆さんどのように思われているかお話をさせていただきます。

２回戦、優勢に試合を進めるも残り１分を切ったところでよ

もやの１本負けを喫しました。２大会連続の金メダルには届き

ませんでした。敗れたのち、立ち上がることなく号泣をした阿

部選手の振る舞いに賛否が分かれているようであります。彼女が抱えていたプレッシャーや頑張って

いた姿に同情する意見や感動したといった類の声も多かった一方、「武道家としていかがなものか」

「負けるたびにギャーギャー泣かないで下さい」、もっと過激なコメントしては「タレント気取りで

色々やったので足元をすくわれたんだね」というような発言やコメントもネット上で出ているようで

あります。あの姿の是非は私には分かりませんが、勝者の選手は喜ぶ姿を見せることなく阿部選手が

立ち上がるまで待ち、礼を済ませ握手を交わし健闘を称えました。その勝者は、「阿部選手を尊敬し

ていて最強の選手の前で喜びを表現することは失礼にあたる」とのコメントをされたようです。まさ
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川島会員
誕生祝ありがとうございます。

渡部（正）会員
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松浦会員
公式訪問、おかげ様で８／９終わ
りました。
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に、講道館の教えを厳守されたかのような言動であり、どちら

かというと日本人らしい謙虚さを持ち合わせている外国人のよ

うに感じました。私は柔道のことは分かりませんが、講道館の

教えとして精力善用、自他共栄とあり、うちに礼の精神を深め

外に礼法を正しく守ることが肝要であると記されているようで

す。ただ、長きにわたり精根尽き果てるまで努力をされ、人生

の全てそこに懸けてきた人間にしかあの涙は理解できないのか

もしれません。ふと思い出したのですが、今年６月の例会で涙

を流した伊東幹事も同じような心境だったのではないかと頭を

よぎりました。人間何かに向かって一生懸命努力し、あらゆる

犠牲を払って事を成した時に心の叫びと涙が出るものだと思い

ます。皆さんは、あの阿部選手の号泣している姿を見てどのよ

うに感じられたでしょうか。賛否色々あろうかと思います。

　さて、本日の例会はＩＭ実行員会の初めての例会でございま

す。役員会としては概ね腰を決めて何回か会議を進めてきまし

たが、今日初めて皆さんの前でご披露することになります。今

日から実行部隊として動いていくスタートの日と位置付けをさ

せてもらえるような例会になると思っております。

　短い時間ですが楽しんでいただけることを念じ、例会冒頭の

会長挨拶とさせていただきます。
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１）８月、９月の例会日程、変更等のお知らせをレターＢＯＸに配布しております。

２）10月12日、13日に帯広で開催される地区大会のご案内をレターＢＯＸに配布しております。本日

の理事会で移動手段の協議を行いますので、次週の例会時に移動手段と出欠のご案内を配布さ

■８月の誕生祝 宮本親睦活動委員

佐々木（茂）会員、川島会員、
渡部会員、大場会員、三浦会員、
迫田会員、米川会員

■８月の結婚祝 宮本親睦活動委員

千葉会員、浅野会員



せていただきます。尚、12日（土）帯広国際カントリークラブで朝７時から地区大会記念チャリ

ティーゴルフ大会も開催されますので、参加希望の方はご連絡下さい。

３）本日、例会終了後に理事会を開催致しますので出席のほどお願い致します。

４）８月のロータリーレートは154円です。

プログラム ガバナー補佐・ＩＭについて
ＩＭ実行委員会

◎ガバナー補佐について　　松浦ガバナー補佐

　ガバナー補佐はインターシティーミーティング（ＩＭ）を開催しなければならない責

任があります。ＩＭは分区ガバナー補佐の主管により、年度内に１回開催して分区内会

員多数が参加してロータリーに関するセミナーを行わなければならない。そして、親睦

を図らなければならないと言われております。ＩＭは各クラブから代表が出てロータ

リーに関して議論を交わしたり、講演会を開いて研鑽をするといった様々なパターンがありますけれ

ども、後で説明がありますが当クラブでも講演会をするということになっています。ＩＭを行うとい

うことはクラブにとって一大事業であります。例年であれば通常のロータリーの役割分担だけで済む

のですが、その他にＩＭの役割も増えるので、皆さんに負荷がかかるという欠点があります。第５分

区は９クラブあるので西ＲＣからは９年に１度、ガバナー補佐を選出しなければならないということ

になります。今日は９年後の西ＲＣを背負っていただける方に向けて話をしたいと思います。

　ガバナー補佐の立ち位置ですが、国際ロータリーがあって、地区ガバナーがあって、ガバナーの直

接監督権によって成り立っていますけども、細々とした仕事をガバナー補佐が定期訪問をし、活動報

告を確認してガバナーに情報を提供しなければいけないことになっています。今まではガバナー補佐

は公式訪問の時に帯同すればいいだけと安易な気持ちでいましたが、鶴見ガバナー年度から色々と仕

事が増えました。ガバナー補佐の責務が１から９まで書いてありますが、１番大変なのは年度前６月

までに各分区のクラブ協議会を開催して地区に報告書を提出しなければならない義務です。地区協議

会に出席した方は分かると思いますが田中久夫パストガバナーが「ロータリークラブに入ろう」とい

う本を書いているのですが、そのなかに「ガバナー補佐はガバナーの目と耳であって口であってはい

けない。余計なことは言わず聞いてこい」と書いてあります。今回は各分区内に行ってクラブ協議会

を取り仕切りなさいというお達しが来ましたので、それを行うのが大変でした。１番大事なのは、ガ

バナー補佐は各クラブに行って会長幹事に寄り添わなければならない。どちらかというとクラブ側の

立ち位置で、クラブの情報を事細かにガバナーに報告して、クラブ協議会のなかで得た情報を公式訪

問の際のやりとりを円滑にするための情報網でなければいけないということで、各クラブに行ってい

かに皆さんと親睦を深め、色々な情報を教えていただけるかというのが１番の仕事なのではないかと

思っています。色々な相談がきます。例えば、美幌ＲＣの母子と健康委員会で地区資金を150万頂い

て生理の貧困が流行っていて生理用品が買えない学生が非常に増えているということで各学校に寄付

を進めていて、その時にどのように文章を書いてどのようにしたらよいかと相談があり、その都度ク

ラブに行って相談をしなければなりません。

　振り返ってみますと昨年８回の研修会議がありました。４回はズームだったのですが、それ以外は

帯広に行って研修を受けた記憶があります。今年度はすでに１回行っています。各クラブを事前に訪

問してクラブ協議会を行って、ガバナーの地区スローガン及び活動計画の周知と各クラブの情報収集

を行ってきました。公式訪問は７月から始まり九分の八が終わっております。ガバナーによる地区ス

ローガン及び活動計画の確認と各クラブの進捗状況の把握や地区大会への参加を促す仕事もあります。

ガバナー補佐をさせていただいた時に、北見歯科医師会の会長という公職があるので、仕事がバッ

ティングした時にクラブにも地区にも迷惑を掛けるということで初めはお断りをしたのですが斉藤直

前会長と西村会長がわざわざ帯広のガバナーの所に行って下さいました。そういうことでも引き受け

ていいだろうかと伺って、いいよということでお引き受けしたのですけれどもガバナーから色々学ん

だことがあります。公式訪問に行くと時間が余り、一緒にいる機会が多くロータリーに関する全般的



な事柄とか基本的な事とかＲＩの考えとかＲＩと地区に対する自分の立ち位置とか色々勉強になり、

それ以上にロータリアンとして目に見えない部分、これが私にとって非常に良かったと思っています。

　ロータリーには返事が４つあるそうです。１つ目は「はい」、２つ目「承知しました」、３つ目

「わかりました」、４つ目は「待ってました」。待ってましたは、なかなか難しくて、待ってました

と思ってやってもらっても実は相反することがあるので待ってましたという意見が１番難しいんだよ

と。若い会員の皆さんは頼まれたらこの４つの返事でお応えいただければと思っています。

　ＩＭを行うとクラブの皆さんにご迷惑をかけ負荷がかかりますが、これがクラブの分岐点でこれで

一つになれるか、バラバラになるかによって先のクラブの行く末が変わってくるので私の立場として

は皆様方にお願いをしてクラブが一つになってこの一大事業が達成出来るように頑張りたいと思って

おります。

　ガバナーから言われた事でもう一つ。「人間としてお金や時間はその人の努力で何とでもなる。で

も自分の努力次第ではどうにもならないことが一つだけあるけど分かるかい？人望があるかないかだ

よ。」これはクラブで学ぶしかないと思います。奉仕活動というなかで、奉仕活動をしながら人との

出会いがあって、きづきがあって、接していくことによって人は変われる。ロータリーは本当に人を

よく見ています。クラブ内もそうですけど、地区もそうです。この人が何を言ったか、どういう振る

舞いをしたか、どういう表情でいたか、本当によく見ています。恐ろしいくらいよく見ているなと思

います。それによって、理解をしていただけると相手の胸襟が開くんです。胸襟が開いたことで今ま

で知り得なかったきづきがあって少しずつ成長していくというのが私の素直な実感です。ロータリー

は大変だよと思うかもしれませんが、是非若い会員の皆さんには思い切ってチャレンジしていただき

たい。

　今回ガバナー補佐として７月は結構仕事休みました。意外と工夫していけば何とかなるなというこ

とで、そんなに遜色なく仕事ができたのが何よりの収穫だったなと思います。夜は西クラブの若い人

達が付き合っていただいたおかげでガバナーは大喜びで帯広に帰りました。本当に有難うございまし

た。私はあのようにお付き合いしていたら次の日仕事が出来なかったと思います。感謝しております。

　最後に、ガバナー補佐として地区に出て一番感じたことは個人で出ている訳ではなくクラブで出て

いる訳です。私がきちんとしないとクラブに迷惑を掛けてしまう。そういう意味で行けば行くほど西

ＲＣの皆さんのおかげでこのように出来ているし、クラブとして出ているというのをすごく実感しま

した。日増しにその思いが強くなりました。外に出て一番分かっていたことは、うちのクラブが一番

いいなと、結局最後はそこに行き着くのです。一人ひとりに力を貸していただいて棧ＩＭ実行委員長、

佐藤（尊）幹事を盛り立てていただいて、西村年度のＩＭが大成功に終わるように皆様方にお力を貸

していただきたいと思います。

◎ＲＩ第2500地区第５分区　ＩＭについて　　棧ＩＭ実行委員長

・ＩＭ開催について

　講演の充実とお越しをいただいたロータリアンの皆さんに登録料に見合ったお食事を

提供する。お越しをいただいた皆さんに不快な思いをさせることのない接待やおもてな

しはもちろん、北見西ＲＣ全員の総意でＩＭを成功させる思いと結束力が必要。

・講演、講師について

　講師は将棋棋士の杉本昌隆８段55才。藤井聡太現７冠の師匠。現代の若者に対する年長者の接し

方、師弟関係で気を付けている事、勉強しやすい空間を作り出すために心掛けている事など、棋士

藤井聡太の強さの秘密に迫りながら才能を伸ばす育て方について語り全国各地で講演されている。

・講師をお願いした経緯

　全会員にアンケートをお願いし、多くの候補者がいるなか加藤会員からご紹介をいただき実行委

員会で検討の結果、杉本昌隆さんに決定致しました。

　加藤会員にはご多忙のなか東京まで行っていただき、日程調整から契約まで全てお一人で進めて

いただきました。実行力、行動力に敬意を表するとともに、多大なるご尽力を賜り心から感謝を申

し上げます。



ガバナー補佐・IMについて
～北見西RC 2024-25 IM実行委員会～ 2024年８月1日（木曜日）例会

ＲＩ第２５００地区 第５分区

松浦ガバナー補佐

卓話

2024・８・０１ RI2500地区 第5分区 ガバナー補佐 松浦 信一（北見西RC）

IMに向けて
9年後北見西 RCを背負うYoung Rotarian へ

IM(Intercity Meeting)の意味

• インターシティ・ミーティングの略称で､分区ガバナー補佐の主管により､年
度内1回開催し､分区の各クラブから会員多数が参加して､ロータリーに関する
セミナーを実施し､研修後は懇親会を通じ親睦を図る会合の事です｡

• クラブにとっての一大事業であり、例年に比べロータリアン一人一人の役割
がプラスされる

• 第5分区は分区内に９クラブあり、北見西RCから9年に1回がバナー補佐を選
出しなければならない

ガバナー補佐の立ち位置

分区内のクラブ協議会を前年度までに取り仕切り、地区に報告書を提出する

クラブ協議会で得た情報をガバナーに報告し、公式訪問の際クラブとのやりとりが円滑
に進むように取り計らう

・ガバナー補佐として今日までを振り返って

• ガバナー補佐研修会議・・前年度8回、今年度1回
• 分区内クラブ訪問・・8回
• クラブ協議会（北見西RCを除く）・・8回・・ガバナーの地区スローガン及
び地区活動計画の周知と各クラブの情報収集

• 公式訪問（8月1日現在８クラブ終了）・・ガバナーによる地区スローガン及
び地区活動計画の確認と各クラブの進捗状況の把握、地区大会の参加を促す
など

ガバナーから学んだこと

•ロータリーに関する全般的な事柄。基本的なことを始め
、今のRIの考え方や方向性、ガバナーとして、RIと地区
に対する自身の立ち位置や地区の事情など。
•それ以上にロータリアンとして目に見えない部分の大切
さを学ぶ事ができました。
•何か大きな事業をクラブとして行う時に、クラブが一つ
になれるかどうかがとても大切になってくる。
•一人の人間としてお金や時間は、自分の努力次第でどう
にかなるが、自分だけではどうにもならない物がある。

北見西RCの皆様へ
ガバナー補佐として地区に出て感じたこと

•第一に思うことは、ガバナー補佐として個人ではなく北見西RC
として出ているということ
•地区の仕事をこなせているのは、北見西RCの皆様一人一人の支
えがあってこそ出来ている実感が日増しに強くなっており、皆
様に感謝しています
• IMを開催するにあたり、皆さん一人一人の力を結集して成功さ
せたいと思います
•そのためには、IMを通じて北見西RCの会員のすべての人が、こ
のイベントを通じて今以上に達成感や満足感を実感できるよう
な大会にしたいと思います。

ご清聴ありがとうございました

2025年4月5日(土)開催

IM開催内容発表

棧IM実行委員長

【講演講師】

杉本 昌隆（すぎもと まさたか）氏

ああのの将将棋棋界界のの貴貴公公子子！！！！藤藤井井聡聡太太棋棋士士のの師師匠匠のの

生年月日１９６８年１１月１３日（５５歳）

愛知県名古屋市生まれ

１９９０年プロデビュー後、２０１９年に
八段昇格。

通算６００勝を達成、５７人目の将棋栄誉賞
を受賞する。

著書「師匠はつらいよ」「悔しがる力」等

2025年4月5日(土)開催

IM開催について

北見西ＲＣ 西村会長
ガバナー補佐・IMについて

～北見西RC 2024-25 IM実行委員会～ 2024年８月1日（木曜日）例会

ご清聴ありがとうございました。

月 日1 63
（休会者  2名） 12 51 12 0 81.0％8本 日 例 会

■ 例会予告 8 月 15 日 法定休日

8 月 22 日 卓話①	 プログラム員会

■会報委員長　市村　政弘　／　■編集文責　羽田野博幸

出席報告 出席委員会


